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こどもまんなか社会を⽬指した構造改⾰イメージ
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従来型社会保障の理念 社会保障構造の現状 社会保障のパラダイムシフト

• 労働⼈⼝減少、⾼齢者⼈⼝増加による
• 税収・社会保障担い⼿の減少
• 年⾦⽀給額の減少

• 育児負担増による、少⼦化の進⾏など

・⾼齢者再雇⽤の促進
・年⾦⽀給開始時期の延期
・育休(育業)取得促進、育休給付⾦引き上げ
・伴⾛型⽀援の拡充
・医療保健DX・こどもDXなど内閣官房こども政策DX推進チーム（第３回）資料

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodomo_seisaku_suishin/kodomo_seisaku_dx/dai3/sankou6-1.pdf

第3回資料を⼀部改訂
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従来型社会保障の理念 社会保障構造の現状 社会保障のパラダイムシフト

• 労働⼈⼝減少、⾼齢者⼈⼝増加による
• 税収・社会保障担い⼿の減少
• 年⾦⽀給額の減少

• 育児負担増による、少⼦化の進⾏など

様々なサービス利⽤の
⼿間・負担をなくして！

こどもまんなか社会を⽬指した構造改⾰イメージ

・⾼齢者再雇⽤の促進
・年⾦⽀給開始時期の延期
・育休(育業)取得促進、育休給付⾦引き上げ
・伴⾛型⽀援の拡充
・医療保健DX・こどもDXなど

第3回資料を⼀部改訂



従来のプル型からプッシュ型サービスへの転換
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プル型
(申請・窓⼝主義)

プッシュ型
(DX・伴⾛主義)

国⺠

データ連携＆⾃治体間等の連携

国⺠

医療機関 窓⼝A 保健・保育・教育機関窓⼝B

個々⼈がそれぞれ必要な事は、それぞれのタイミングで⾃らが申請

①出産

役所

②保育

サービス側で先回りして適切に情報連携し、国⺠にプッシュでアプローチ
医療機関 ⾃治体A 保健・保育・教育機関⾃治体B

①妊娠・出産 ②保育先回りして
アプローチ

先回りして
アプローチ

⾃らが申請 ⾃らが申請

第3回資料の再掲



伴⾛型⽀援DX：住⺠の移動を前提としたデジタル化の構造
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婚活 結婚 妊娠 出産 / 周産期医療 保育・⼦育て

A市

B市

C市

D市

① ① ① ①

②

②

②

①住⺠と⾃治体の接点デジタル化
⼦育て⽀援アプリ/SNSなど

居住⾃治体
の変化

住⺠の
ジャーニー

各医療機関
の受診・健診 ○産婦⼈科クリニック

②⾃治体間等連携のデジタル化
⾃治体間等の個⼈情報連携

③健診・診療情報などの⾏政データ連携
全国医療情報プラットフォームとの連携

△病院 □⼩児科
③ ③ ③

◇健診
③

第3回資料の再掲



2.0

デジタル・ガバメントとは

デジタル・ネットワーク化による
⾏政の業務変⾰

デジタルを前提とした
⾏政のあり⽅変⾰

3.0
1.0

アナログから
デジタルへ

6

⾏政を縦につなぐ ⾏政を横につなぐ

保護者

保育施設

⾃治体

Gov. Cloud Gov. Cloud

保育⾏政

市⺠

医療施設

保険者

医療⾏政

Gov. Cloud Gov. Cloud

保護者

保育施設
⾃治体

市⺠

医療施設
保険者

オープンデータ化 ⺠間含めた⼆次利⽤



ID管理

デジタル・ガバメント2.0で整備するべきこと

ヒト・組織/施設・モノ/情報が⼀意に決まることがさまざまな
情報の管理、活⽤、連携の基本となる。データの網羅性・メン
テナンス性を視野に、それぞれのIDの整備・管理に取り組む。

データの標準化
IDが整備されていても、データの形式や構造がバラバラでは活
⽤の障害となる。あるべきデータの標準形を⽰し、それらをID
により連携させる基盤を整備することで初めて活⽤可能となる。

データの柔軟な活⽤よる
新たな価値の創出

情報のアクセス権限とオープン化
情報の取り扱いについて法的根拠も含めた適切な権限のあり⽅
を考える。その上で可能な範囲でオープンにすることで、新た
な価値創出につなげる。

ID管理

データの標準化



デジタル・ガバメント2.0 で達成できること
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2.0

デジタル・ネットワーク化による
⾏政の業務変⾰

3.0
1.0

アナログから
デジタルへ

国⺠

事業者

⾃治体

政府

担い⼿ インターフェース (例)

電⼦⺟⼦⼿帳・マイナポータルなど

保育ICTシステム

⾃治体業務/監査システム

プラットフォーム・データ連携基盤

実現する⽬的（例）
プッシュ型でのサービス受益

業務効率化・充実した保育サービス提供

業務効率化・状況把握・改善⽀援

予算と制度の適切性判断・改善

結果

プッシュ型⽀援・ワンスオンリーなど
それぞれ向けに新しいサービスが実現

⽀援の受給・⾒通し⾒える化

事業者の成果・⾒通し⾒える化

⾃治体事業の成果⾒える化

政府事業の成果⾒える化

縦につなぐ 結果として事業評価ができる

様々なサービス利⽤の
⼿間・負担をなくして！



データドリブンな社会構造（こどもDX分野の例）

国⺠

事業者

⾃治体

政府

保育ICT

⾃治体SaaS

各種プラットフォーム・データ連携基盤 こども・保護者
レジストリ

事業者・施設
レジストリ

保育施設管理⽤CRM
空枠管理・業務連絡・データ共有・監査・給付

防犯Webカメラ・
バス安全装置など

IoTデバイス

担い⼿ 標準化されたシステム レジストリ

サービス提供・受益の過程で⽣成される事業データが、コストを掛けずに事業評価（監査）や計画に活⽤される

スマートでデータドリブンな社会（≒ EBPMの実現）
9

⺟⼦⼿帳
アプリなど

保護者連絡
アプリ

⼦育て⽀援
レジストリ

業
務
で
⼊
⼒
・
取
得
す
る
情
報
が

適
切
に
活
⽤
さ
れ
る



政府・⺠間によるさまざまな補助制度の紹介
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マイ制度ナビ（デジタル庁）
https://myseido-navi.go.jp

Yahoo! Japan ⼿続き検索
https://kurashi.yahoo.co.jp/procedure/navi/



制度は調べられるが、マシンリーダブルではない
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制度IDはあるが、当事者にわかりやすく
それぞれで活⽤できる標準化された
構造データにはなっていない



⺠間企業

「⼦育て⽀援レジストリ」構築を官⺠協働で実現
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政府機関
⺠間企業

⾃治体

こどもDX
推進協会

政府

補助制度の
利⽤など

標準化制定
オープンデータ
取り組みの発信

実装⽀援
フィードバック

国⺠

サービス提供

構造化データ
共有・更新



例：レジストリの活⽤先（⾏政・⾦融団体）
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https://www.fsa.go.jp/teach/simulation/househo
ld_spending.html

https://www.fsa.go.jp/teach/simulation/househ
old_spending.html

（⾦融庁）
家計管理シミュレーター

（全国銀⾏協会）
ライフプランシミュレーション

（⽇本FP協会）
ライフプラン診断

https://www.jafp.or.jp/know/lifeplan/simulation/



例：レジストリの活⽤先（銀⾏・Fintech企業等）
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https://event.moneyforward.com/expo/contents/lifeplansimulation

MoneyForward りそな銀⾏おかねのコンパス

SMBCファイナンス JAバンク
https://mcpass.ttdp.co.jp https://www.resonabank.co.jp/kojin/lifeplan/

https://www.promise-plaza.com/useful/ https://qw256.qhit.net/ncka/lifeplan/consulting.aspx



「⼦育て⽀援レジストリ」構築に必要なステップイメージ
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オープンデータ化

実施
内容

体制

⽀援制度の整理 データ仕様の検討 データの活⽤実証

ü こども家庭庁
ü デジタル庁
ü こどもDX推進協会
ü シミュレータ構築企業

ü こども家庭庁
ü デジタル庁
ü こどもDX推進協会
ü シミュレータ構築企業

ü こども家庭庁
ü こどもDX推進協会

ü こどもDX推進協会
ü シミュレータ構築企業
ü その他の⺠間企業

https://myseido-navi.go.jp/
https://kurashi.yahoo.co.jp/

•各⾃治体の補助制度の仕
組みを調査し、構造的に
整理
•既にマイ制度ナビや⺠間
で整理された情報も活⽤
•ユニバーサルメニューの
研究

•オープンデータの構造を
検討
•今後のメンテンナンス性
を考慮

•段階的なオープンデータ
•簡易的なシミュレータを
β版として実証的に構築
(例. こどもDX推進協会)

•オープンデータを元に
⺠間企業が独⾃にシミュ
レータを構築
•継続してβ版シミュレー
タについて国⺠や事業者
からフィードバックを受
ける

あなたの⼦育て⽀援
レジストリ(仮)


